
ストック効果

名阪国道沿線
工業団地の躍進

亀山市と名阪国道

名阪国道によって東西どちらへも直結する工業適地

25

昭和６２年８月 名阪亀山・関工業団地 造成開始 ⇒ 平成２年２月竣工
平成１４年４月 亀山・関テクノヒルズ 造成開始 ⇒ 平成２０年２月竣工（第4期造成工事）

・名阪亀山・関工業団地の売れ行きが良かったため、工業団地の計画
で決定し、亀山・関テクノヒルズとなった。
・高規格幹線道路である名阪国道から近いことで関西方面とのアクセス
が良いことが企業にもメリットになった。 工業団地の開発業者より

至 伊勢
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H19.11

名阪亀山・関
工業団地

名古屋まで
約50km 約60分

大阪まで
約100km 約90分

亀山・関テクノヒルズ
（完成した範囲のみ）

名阪亀山・関工業団地
亀山・関テクノヒルズの入居率
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